
                       

 

 
 

 
 

 

武蔵村山市立小中一貫校大南学園 

第四中学校 校長  福泉 宏介 

先週で期末考査が終わり、あと３週間もせずに夏休

みに入ります。この一学期間、生徒や保護者の皆様に

はどのような一学期だったのでしょうか。よかったこ

ともあればそうでなかったこともあったかもしれま

せん。一人ひとりそれぞれ違った思いがあるのではな

いかと思います。７月１９日の終業式では通知表をお

渡しします。引き続き、夏休みには三者面談も予定し

ています。一学期を振り返りながら、これからのこと

も考える夏にしてほしいと願っています。 
さて、２年生は９月の職場体験、３年生は１０月の

修学旅行に向けての学習や準備に本格的に取り組み

始めます。教室では調べた内容についてプレゼンテー

ションをしたり、事前準備や計画を行ったりしていく

ことになります。今は一人1台端末を使ってさっとで

きることも多くありますが、これが導入されるまで

は、交代でパソコン室を使って調べたり、パソコンで

はなく時刻表や地図を調べながら行程を考えたりし

ていました。何だか遠い昔のような話ですが、つい６

年前の話です。社会に目を向ければ、様々なものが加

速度をつけて変化していく様子が見られます。長い人

類の歴史の中で、パソコンの普及やンターネットが使

われ始めてまだ３０年ちょっと。今やないことが想像 

 できないスマートフォンも、普及からまだ１０年程

度。今や多くの上級学校が Web での出願に切り替わ

りました。これだけ見てもすごい変革です。昨今では

生成AI の活用について、企業や自治体が様々な研究

を進めていて、その一部は既に、私たちが意識してい

ないうちに生活の中に入ってきつつあります。 
新しいものが出てくれば、社会も良くも悪くも変わ

っていきます。うまく使えば便利ですが、悪用すれば

問題が発生します。ＳＮＳなどは本当に便利に使用で

きますが、一方で見えないところで人を傷つけたり

詐欺
さ ぎ

に使われたりするという問題も起こっています。

大切なのは、そのものの良し悪しではなく、それをど

のように活用するかです。 
この先も技術革新は進み、社会は変わり続けていく

でしょう。想像だにしない技術やものが出てくるかも

しれません。ただ、それを使うのは人だということ。

正しく使うためには、状況を考え、人の気持ちを 慮
おもんばか

り、適切に判断しながら使用する態度が必要です。で

ないと、悪用されたり、人間が技術に使わる世の中に

なったりするかもしれません。生徒の皆さんには、ぜ

ひ、しっかりとした意思をもって、技術を人のために

正しく使える人になってくれることを願ってやみま

せん。 
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６月７日（金） 朝礼を行い
ました。校長からは、運動会
の成功をこれからどう生か
すかと、６月は「ふれあい（い
じめ防止）月間」でいじめ・
からかいはダメという話を
しました。 

６月１０日（月） 本日から
四中・七小合同で「あいさつ
運動」を行っています。小・
中学生が一緒になってハピ
ネスボードを持って「おはよ
うございます」と声をかけて
います。 

６月１１日（火）６校時の、
２・３年の総合的な学習の
時間から。３年生はいよい
よ修学旅行に向けて動き始
めます。本日はそのための
ガイダンスを行いました。 

６月１２日（水） 午後は講
師を呼んでのＳＮＳ教室を、
体育館で実施しました。本日
は第七小学校６年生も一緒
に話を聞いています。 
 

６月１４日 ２年生は、昨日
完成させた上級学校調べの
新聞を使って内容のプレゼ
ンテーションを行っていま
す。 

６月１９日（水） 本日は昨
日と打って変わってとても
よい天気です。本校では先週
掃除を行ったプールに、本日
から水を張り始めました。 

６月１９日（水） 校内研修
会を行いました。「中学卒業
後の進路」に焦点を当て、高
校の先生にお越しいただき
お話を伺っています。 
 

６月２５日（火）の給食です。 
明日から期末考査、９教科全
ての試験を行います。体も心
も、頭の中も整えて、万全の
態勢で臨めるよう、最後まで
頑張りましょう。 


